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【
巻
頭
言
】

Welcome

　

教
育
大
学
・
教
育
学
部
に
今
、
大

き
な
地
殻
変
動
が
生
じ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
国
立
大
学
を
大
幅
に
整
理
統
合

し
よ
う
と
い
う
動
き
で
す
。
具
体
的

に
は
将
来
の
道
州
制
へ
の
移
行
も
念

頭
に
置
き
つ
つ
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に

再
編
し
よ
う
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
新
し
い
時
代
に

即
し
た
高
等
教
育
の
基
本
構
造
を
つ

く
り
直
す
こ
と
、
そ
の
中
で
の
国
公

私
立
の
位
置
付
け
を
再
検
討
し
、
国

が
直
接
に
か
か
わ
る
べ
き
高
等
教
育

の
分
野
と
役
割
を
焦
点
化
し
直
す
こ

と
、
こ
れ
に
よ
っ
て
国
の
高
等
教
育

に
対
す
る
財
政
支
出
の
在
り
方
を
合

理
化
効
率
化
す
る
こ
と
が
主
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

教
員
養
成
に
関
し
て
は
、「
民
が

で
き
る
こ
と
は
民
で
」
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
が
一
部
で
声
高
に
語
ら
れ

て
い
ま
す
。
私
立
大
学
で
や
れ
る
部

分
は
で
き
る
だ
け
私
立
大
学
に
任
せ

よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
小
学
校
教

員
と
し
て
採
用
さ
れ
る
教
員
の
中
で

私
立
大
学
出
身
者
の
方
が
ず
っ
と
多

く
な
っ
て
い
る
と
い
う
現
状
も
あ
り

ま
す
。
し
か
も
、
私
立
大
学
で
教
員

を
養
成
し
た
方
が
財
政
的
に
も
有
利

と
い
う
事
情
も
あ
り
ま
す
。
も
っ
と

言
え
ば
、
国
立
の
教
育
大
学
・
教
育

学
部
の
教
員
に
は
教
員
養
成
を
自
ら

の
使
命
と
し
て
考
え
よ
う
と
し
な
い

人
が
多
い
、
し
た
が
っ
て
情
熱
と
使

命
感
を
持
っ
た
教
員
の
養
成
と
い
う

点
で
問
題
が
あ
る
と
い
う
根
強
い
指

摘
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
兵
庫
教
育
大
学

は
進
む
べ
き
道
を
ど
う
構
想
す
る
か
。

兵
庫
県
に
根
ざ
し
つ
つ
も
日
本
全
体

を
に
ら
ん
だ
大
学
と
し
て
、
少
々
資

金
投
入
量
は
多
く
て
も
モ
デ
ル
的

な
教
員
養
成
・
研
修
の
機
関
と
し
て
、

そ
し
て
教
育
実
践
研
究
を
国
際
レ
ベ

ル
で
遂
行
す
る
大
学
と
し
て
、
本
学

の
未
来
像
を
考
え
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
新
構
想
大
学
と
し
て
使
命
を

同
じ
く
す
る
上
越
教
育
大
学
、
鳴
門

教
育
大
学
と
も
連
携
し
つ
つ
、
ナ

シ
ョ
ナ
ル
な
大
学
と
し
て
の
在
り
方

を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ナ シ ョ ナ ル な 教 育 大 学 を

学長  梶
かじ

田
た

叡
えい

一
いち
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14日・15日
◎附属中学校「友嬉祭」
15日
◎大学院学校教育研究科入学者
選抜試験（後期）
19日～21日
◎附属小学校6年生修学旅行
22日・23日
◎大学祭「嬉望祭」
23日
◎創立30周年記念行事「オーケス
トラと音楽分野教員とのセッション」
29日
◎創立30周年記念特別公開講座 
フォーラム「見つめよう 加東の歴
史と文化」

6日
◎附属幼稚園「ふよっこカーニバル」
12日
◎附属小学校マラソン大会
19日
◎附属幼稚園第2学期終業式
24日
◎附属小学校・中学校第2学期終
業式

8日
◎附属小学校・中学校第3学期始
業式
10日
◎大学院説明会（神戸）

13日
◎附属幼稚園第3学期始業式

17日・18日
◎平成21年度大学入試センター
試験

27日
◎学部推薦入学者選抜試験

28日
◎附属幼稚園第3回幼年教育研
究会

29日・30日
◎附属小学校研究発表会

11日～13日、16日～20日、
22日～26日
◎創立30周年記念美術展
13日
◎大学公開
◎創立30周年記念特別公開講座

「北播磨における特別支援教育
を考えるシンポジウム」
17日
◎附属中学校研究発表会
18日、11月5日・26日
◎創立30周年記念特別公開講座

「子育て関連出前講座」
19日
◎加東市共催「加東からオリンピッ
クへ」
26日
◎国際シンポジウム2008
27日
◎中国・浙江師範大学との調印式
29日
◎附属幼稚園第2回幼年教育研

究会

1日
◎創立30周年記念特別公開講座

「中学生のためのキャリア・フェア」
2日
◎創立30周年記念行事「チアリー
ディング演技会&よさこい演舞会」
3日
◎創立30周年記念特別公開講座

「子育て・躾をことばから」
5日・7日
◎附属小学校「附小っ子コンサート」

8日
◎教育実践高度化専攻（教職大
学院）公開授業
◎創立30周年記念特別公開講座

「子育て支援講座：大人と子ども、
共に育ち合うかかわりの創造」

1日
◎創立記念日
4日
◎大学院説明会（神戸）
◎附属幼稚園運動会

4日～12月20日
◎公開講座「青年期を生きる」（全
10回）
8日～10日
◎附属小学校5年生林間学校
8日・22日、11月5日・19日
◎まちの寺子屋師範塾「実践で学
ぶ子育て支援」
11日
◎創立30周年記念講演会
◎創立30周年記念式典
◎創立30周年記念音楽会
◎創立30周年記念祝賀会
◎創立30周年記念同窓会研究会

【兵庫教育大学の動き】
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記念行事には多くの市民が参加
さらなる「開かれた大学」へ
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市井雅哉（臨床・健康教育学系教授）
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◎
記
念
講
演
会

兵
庫
教
育
大
学
講
堂

13
時
～
14
時
30
分

記
念
式
典
に
先
立
ち
、
劇
作
家
で
中

央
教
育
審
議
会
会
長
の
山
崎
正
和
氏

に
よ
る
講
演
会「
教
育
と
読
書
」を
開

催
。
講
堂
に
集
ま
っ
た
参
加
者
は
山

崎
さ
ん
の
ウ
イ
ッ
ト
に
富
ん
だ
話
に

聞
き
入
り
ま
し
た
。

◎
記
念
式
典

兵
庫
教
育
大
学
講
堂

14
時
45
分
～
15
時
30
分

文
部
科
学
省
や
国
公
私
立
大
学
長
、

兵
庫
県
教
育
委
員
会
関
係
者
、
連
携

協
力
校
や
協
賛
会
の
会
員
企
業
関
係

者
な
ど
に
、
修
了
生・
卒
業
生
、
教

職
員
O
B
ら
を
加
え
た
約
5
0
0
人

が
出
席
。
梶
田
叡
一
学
長
は
式
辞
で

「
兵
庫
教
育
大
学
に
は
現
職
教
員
の

研
修
す
な
わ
ち
高
い
水
準
で
の
学
び

直
し
を
行
う
こ
と
、
質
の
高
い
教
員

の
養
成
を
行
う
こ
と
、
教
育
実
践
に

か
か
わ
る
高
水
準
の
研
究
を
行
う

こ
と
と
い
う
3
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が

あ
る
。
今
後
も
兵
庫
教
育
大
学
は

3
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
遂
行
し
、
国

内
だ
け
で
な
く
世
界
の
教
育
の
拠

点
と
な
る
よ
う
に
一
層
の
努
力
を

し
て
い
く
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

創
立

₃₀
周
年

特
別

企
画 創立30周年記念式典を

盛大に開催
昨年10月に創立30周年を迎えた兵庫教育大学では、
10月11日に記念式典を挙行。それに合わせて、講演会や音楽会、祝賀会も開催しました。
教育関係や地元自治体からも多数のご出席をいただき、華やかに節目の時を祝いました。

ドキュメント10.11

「教育と読書」※講演の一部を抜粋

　私たちの周りには刹那的で、即効性があって、しかし陳腐化の早い

情報があふれかえっています。

　しかし、本に書かれている情報は、テレビやパソコン、携帯電話から

流れてくる情報とは正反対のものです。まず、本は一つの脈絡を持っ

た情報を伝えてくれます。どんなにちゃちな本でも表紙を開くと目次が

出てきます。目次には大略、その本に書かれている主要な材料なり、

主題なりが並んでいます。そこで、私たちは一つの情報がどのように展

開し、他の情報とどのように脈絡を結び、どのように飛躍し、どのように

落ち着いていくかという、一連の少し大げさに言えば体系的な情報を

身に付けます。それが今、非常に衰えています。ある情報が刺激として

飛び込んでくると、ただちに私たちは報道で反応するという事態が進

んでいるわけです。

　大事なことは、物事を解釈するというのは言葉だけができるというこ

とです。私たちは日々、事柄を解釈していますし、そもそも学問の大部

分は実は解釈なのです。それはあらゆる学問の根底にある、あるいは

人間の知識の根底にあるので、全体と部分は常に循環します。しかし、

そのためには一つ一つの部分としての情報が刹那的に流れていたの

では成り立たないのです。これは引き止めなければいけません。引き止

めて、全体と部分という関係をとらえなければ、私たちの知的活動は成

り立ちません。そういう意味で、言葉というものは極めて大切なのです。

　教育というのは、つまり共通の知識の共有ということは社会のため

なのです。人間たるもの、この社会で生きている以上、つまり社会的

存在である以上、コミュニケーションの義務というものを負っています。

他人に不可解な異星人のような存在ではないということを自ら立証す

るということは義務なのです。

中央教育審議会会長 山
やま

崎
ざき

正
まさ

和
かず

氏
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◎
記
念
音
楽
会

加
東
市
や
し
ろ
国
際
学
習
塾

L・O・C
ホ
ー
ル

16
時
30
分
～
17
時
30
分

こ
の
日
の
た
め
に
編
成
し
た
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
を
中
心
と
す
る
ウ
イ
ン
ド

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
一
流
ソ
リ
ス
ト
と
音

楽
専
攻
の
学
生
、
地
域
の
コ
ー
ラ
ス

グ
ル
ー
プ
な
ど
に
よ
る
合
唱
団
の
総

勢
2
0
0
人
で
、
ブ
ラ
ー
ム
ス「
大
学

祝
典
序
曲
」と
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
交
響

曲
第
9
番「
合
唱
」を
演
奏
し
ま
し
た
。

◎
記
念
祝
賀
会

加
東
市
や
し
ろ
国
際
学
習
塾

大
会
議
室

17
時
45
分
～
19
時
15
分

梶
田
学
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、

井
戸
敏
三
兵
庫
県
知
事
、
山
本
廣
一

加
東
市
長
、
上
寺
久
雄
名
誉
教
授
が

祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
鏡
開
き

の
後
、
渡
邉
隆
上
越
教
育
大
学
長
の

音
頭
で
祝
杯
を
上
げ
ま
し
た
。

◎
記
念
式
典

兵
庫
教
育
大
学
講
堂

14
時
45
分
～
15
時
30
分

文
部
科
学
省
や
国
公
私
立
大
学
長
、

兵
庫
県
教
育
委
員
会
関
係
者
、
連
携

協
力
校
や
協
賛
会
の
会
員
企
業
関
係

者
な
ど
に
、
修
了
生・
卒
業
生
、
教

職
員
O
B
ら
を
加
え
た
約
5
0
0
人

が
出
席
。
梶
田
叡
一
学
長
は
式
辞
で

「
兵
庫
教
育
大
学
に
は
現
職
教
員
の

研
修
す
な
わ
ち
高
い
水
準
で
の
学
び

直
し
を
行
う
こ
と
、
質
の
高
い
教
員

の
養
成
を
行
う
こ
と
、
教
育
実
践
に

か
か
わ
る
高
水
準
の
研
究
を
行
う

こ
と
と
い
う
3
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が

あ
る
。
今
後
も
兵
庫
教
育
大
学
は

3
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
遂
行
し
、
国

内
だ
け
で
な
く
世
界
の
教
育
の
拠

点
と
な
る
よ
う
に
一
層
の
努
力
を

し
て
い
く
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　学部生の教員就職率は平成15年度卒業生から18年

度卒業生まで、全国の国立教員養成大学・学部の中で4

年連続トップという実績があります。これは兵庫教育大学

が創立当初のミッションにのっとって、素晴らしい教育実践

をされてきた成果であり、心から敬意を表します。また、連合

大学院の博士課程で研究指導能力を持った人材の輩出

に努力されていること、そして今春開設された教職大学院

に対する私どもの期待は極めて大きいものがあります。

　兵庫教育大学が日本のみならず、世界の子どもたちの

教育を考えるメッカとして、さらに発展されることを心から祈

念しています。

来 賓 祝 辞

　近年の社会の大きな変動に対応し、国民の学校教育に関す

る期待に応えるためには、教員に揺るぎない信頼を確立させ、教

育に求められる資質・能力を確実に身に付けさせることが重要で

あり、教員養成の充実、改善が強く求められております。

　今後も兵庫教育大学には理念として掲げる、学校教育に関す

る理論的、実践的な教育研究を進める「教員のための大学」、学

校教育の推進に対し国の内外に「開かれた大学」、教育実践の

絶えざる改善・創造に向けて「発信する大学」を発展させ、教員の

資質向上、優秀な教員の養成にさらなる貢献をされるよう期待し

ています。

代読／永山賀久氏（文部科学省高等教育局国立大学法人支援課長）

文部科学大臣 塩
しおの

谷
や

立
りゅう

氏神戸大学長 野
の

上
がみ

智
とも

行
ゆき

氏
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◎
記
念
美
術
展

10
月
11
日
〜
20
日
／
や
し
ろ
国
際
学
習
塾
、

22
日
〜
26
日
／
滝
野
図
書
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
い
ず
れ
も
加
東
市
）

創
立
30
周
年
記
念
事
業
協
賛
会
と
の
共
催
。

美
術
分
野
の
教
員
が
手
掛
け
た
絵
画
や
彫
塑
、

オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
を
展
示
。
初
日
は
や
し
ろ
国

際
学
習
塾
に
約
4
0
0
人
が
来
場
。
22
日
か

ら
は
滝
野
図
書
館
に
会
場
を
移
し
、
延
べ
13

日
間
開
催
し
ま
し
た
。

◎
同
窓
会
研
究
会

10
月
11
日
／
加
東
キ
ャ
ン
パ
ス

大
学
院
同
窓
会
が
主
催
。同
窓
生
た
ち
が「
兵

庫
教
育
大
学
30
年
の
あ
ゆ
み
と
こ
れ
か
ら
の

日
本
の
教
育
」を
テ
ー
マ
に
議
論
し
ま
し
た
。

◎
大
学
公
開
イ
ベ
ン
ト

10
月
13
日
／
加
東
キ
ャ
ン
パ
ス

子
ど
も
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
、
理
科
教
室
や
そ
ば
打
ち
、
箏

の
演
奏
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
広
場
な
ど
を
開

き
、
約
4
0
0
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
高
校

生
を
対
象
と
し
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
も

開
催
。

◎
特
別
公
開
講
座

　
「
北
播
磨
に
お
け
る

　

特
別
支
援
教
育
を
考
え
る

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

10
月
13
日
／
加
東
キ
ャ
ン
パ
ス

兵
庫
教
育
大
学
の
特
別
支
援
教
育
の
研
究
者

と
北
播
磨
の
教
育
関
係
者
ら
が
、
特
別
支
援

教
育
の
現
状
と
方
向
性
に
つ
い
て
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。
1
1
4
人
が
参
加
。

◎
特
別
公
開
講
座

　
「
子
育
て
関
連
出
前
講
座
」

10
月
18
日
／
滝
野
児
童
館
き
ら
ら
、
11
月
5

 

記
念
行
事
に
は

 

多
く
の
市
民
が
参
加

 

さ
ら
な
る

「
開
か
れ
た
大
学
」へ

10
月
11
日
の
記
念
式
典
を
皮
切
り
に
、加

東
キ
ャ
ン
パ
ス
や
北
播
磨
各
地
で
約
2
カ

月
に
わ
た
っ
て
30
周
年
記
念
行
事
を
開
催

し
ま
し
た
。加
東
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
体
験

イ
ベ
ン
ト
や
子
育
て
に
関
す
る
講
座
、美

術
展
、音
楽
会
な
ど
に
は
、多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

創
立

₃₀
周
年

特
別

企
画
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日
／
東
条
公
民
館
、
11
月
26
日
／
社
児
童
館

や
し
ろ
こ
ど
も
の
い
え（
い
ず
れ
も
加
東
市
）

加
東
市
と
の
共
催
。
兵
庫
教
育
大
学
附
属

幼
稚
園
の
名
須
川
知
子
園
長
を
は
じ
め
、

幼
年
教
育
の
専
門
家
が
保
護
者
や
子
育
て

指
導
者
を
対
象
に
、
4
つ
の
テ
ー
マ
で
子

育
て
の
楽
し
み
方
を
出
前
講
座
し
ま
し
た
。

延
べ
1
3
4
人
が
参
加
。

◎
特
別
公
開
講
座

　
「
中
学
生
の
た
め
の

　

キ
ャ
リ
ア・フ
ェ
ア
」

11
月
1
日
／
加
東
キ
ャ
ン
パ
ス

加
東
市
と
の
共
催
。
加
東
市
立
の
3
中
学

校
の
1
年
生
80
人
が
11
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、
土
地
家
屋
調
査
士
や
1
級
建
築
士
、

中
小
企
業
診
断
士
、
弁
護
士
、
新
聞
記
者
、

医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
鍼
灸
師
、
救

急
救
命
士
、
栄
養
教
諭
か
ら
仕
事
の
内
容

を
学
び
ま
し
た
。

◎
チ
ア
リ
ー
ディ
ン
グ
演
技
会
&

　

よ
さ
こ
い
演
舞
会

11
月
2
日
／
加
東
市
滝
野
総
合
公
園
体
育
館

ス
カ
イ
ピ
ア

加
東
市
協
賛
事
業
。
第
1
部
は
兵
庫
教
育

大
学
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部「
V
I
G
O
R

S
」や
他
大
学
、
高
校
、
社
会
人
の
4
チ
ー

ム
が
競
演
。
第
2
部
で
は
よ
さ
こ
い
部

「
チ
ー
ム
鬼
灯
」と
北
播
磨
地
域
の
チ
ー
ム

が
迫
力
満
点
の
よ
さ
こ
い
演
舞
を
披
露
し

ま
し
た
。

◎
特
別
公
開
講
座

　
「
子
育
て・躾
を
こ
と
ば
か
ら
」

11
月
3
日
／
ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い
多
目
的

ホ
ー
ル（
加
西
市
）

加
西
市
と
の
共
催
。
兵
庫
教
育
大
学
の
田
中

雅
和
教
授
が
、
言
葉
が
果
た
す
重
要
性
、
豊

か
な
感
性
な
ど
、
言
葉
を
視
点
に
置
い
て
子

育
て
や
躾し

つ
け
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

◎
特
別
公
開
講
座

　
「
子
育
て
支
援
講
座
：

　
大
人
と
子
ど
も
、
共
に

　

育
ち
合
う
か
か
わ
り
の
創
造
」

11
月
8
日
／
西
脇
市
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー

西
脇
市
と
の
共
催
。
講
師
は
兵
庫
教
育
大
学

の
佐
藤
哲
也
准
教
授
が
務
め
、
西
脇
市
内
の

子
育
て
世
代
の
女
性
を
中
心
に
59
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

◎
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と

　

音
楽
分
野
教
員
と
の

　

セ
ッ
シ
ョ
ン

11
月
23
日
／
加
東
市
東
条
文
化
会
館
コ
ス

ミ
ッ
ク
ホ
ー
ル

加
東
市
協
賛
事
業
。「
第
3
回
加
東
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
定
期
演
奏
会
」に
兵

庫
教
育
大
学
の
木
下
千
代
准
教
授
が
ソ
リ
ス

ト
と
し
て
招
か
れ
、
同
楽
団
で
は
初
め
て
と

な
る
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第

20
番
」を
演
奏
し
ま
し
た
。

◎
特
別
公
開
講
座

　

フォ
ー
ラ
ム「
見
つ
め
よ
う

　

加
東
の
歴
史
と
文
化
」

11
月
29
日
／
加
東
市
滝
野
図
書
館

加
東
市
と
の
共
催
。
兵
庫
教
育
大
学
の
河
村

昭
一
教
授
が
講
演
。
加
東
市
を
は
じ
め
と
す

る
北
播
磨
地
域
の
郷
土
史
愛
好
家
な
ど
85
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

が
参
加
し
ま
し
た
。

が
参
加
し
ま
し
た
。

が
参
加
し
ま
し
た
。

が
参
加
し
ま
し
た
。

が
参
加
し
ま
し
た
。

が
参
加
し
ま
し
た
。

が
参
加
し
ま
し
た
。

が
参
加
し
ま
し
た
。

が
参
加
し
ま
し
た
。

が
参
加
し
ま
し
た
。

が
参
加
し
ま
し
た
。

が
参
加
し
ま
し
た
。

が
参
加
し
ま
し
た
。

30周年記念行事を終えて

　本学の30周年記念行事が滞りなく終了し、ホッとし
ております。関係の方々には本当にお世話になり、感
謝しています。特に記念事業に対して多額な寄付を
していただいた30周年記念事業協賛会をはじめ、企
業、関係団体の方々、本学のOBの方々、学生・院生と
そのご家族の方 な々どに心からの謝意を表します。
　本学は40周年、50周年、100周年に向けて、ますま
す発展していかなくてはなりません。特にこれからの
数年が勝負です。教職員一同、気持ちを引き締め、新
しい時代の新しい状況の中で本学の基本的ミッショ
ンを十分に果たしていけるよう頑張っていきたいと思
います。どうかこれまで同様、あたたかいご支援、ご鞭
撻をいただきますよう心からお願いいたします。

学長 梶
かじ

田
た

叡
えい

一
いち
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日
本
は〝
科
学
技
術
立
国
〞と
し
て
大
き
く
発
展

を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近
の
国
際

的
な
学
力
比
較
調
査
で
は
、
理
数
系
の
学
力
や

学
ぶ
意
欲
の
低
下
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
部

科
学
省
は
昨
年
3
月
に
「
学
力
重
視
」の
方
針

の
下
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
を
公
示
し
ま
し

た
。
理
数
系
の
学
力
向
上
に
期
待
が
集
ま
る
中
、

家
庭
で
も
子
ど
も
の
科
学
に
対
す
る
興
味
・
関

心
を
高
め
る
取
り
組
み
を
考
え
た
い
も
の
で
す
。

新
し
い
学
習
指
導
要
領
で

授
業
内
容
は
ど
う
変
わ
る
の
か

　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は
、
大
幅
に
削
減

さ
れ
て
い
た
理
数
系
教
科
の
授
業
時
間
が
ほ
ぼ

元
の
水
準
に
ま
で
戻
っ
て
い
ま
す︻
デ
ー
タ
②
︼。

特
に
中
学
3
年
生
の
理
科
は
75
％
も
増
え
ま
す
。

学
習
内
容
も
、
難
し
い
と
し
て
削
除
さ
れ
て
い

た
も
の
、
例
え
ば
算
数
で
は
小
学
3
年
生
の
小

数
と
分
数
、
5
年
生
の
ひ
し
形
、
台
形
の
面
積

な
ど
が
復
活
し
ま
す
。
理
科
で
は
小
学
3
年
生

に
風
や
ゴ
ム
の
働
き
、
6
年
生
に
月
と
太
陽
な

ど
が
新
た
に
加
わ
り
ま
す︻
デ
ー
タ
③
︼。

　

学
習
内
容
の
系
統
性
、
つ
ま
り
小
学
校
、
中

学
校
、
高
校
で
の
学
習
の
円
滑
な
接
続
が
重
視

さ
れ
、﹁
エ
ネ
ル
ギ
ー
﹂﹁
粒
子
﹂﹁
生
命
﹂﹁
地

球
﹂の
4
つ
の
概
念
を
柱
と
し
て
、
小
学
校
か

ら
高
校
ま
で
の
内
容
が
構
造
化
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
小
学
校
の
学
習
指
導
要
領
に
は
﹁
実
感
を

伴
っ
た
﹂と
い
う
文
言
が
加
え
ら
れ
、
実
生
活

と
の
結
び
付
き
、
実
験
や
観
察
を
通
し
て
の
学

習
が
よ
り
強
調
さ
れ
た
も
の
に
な
り
ま
す
。
新

学
習
指
導
要
領
の
完
全
施
行
は
小
学
校
で
平
成

23
年
度
、
中
学
校
で
24
年
度
で
す
が
、
理
数
系

教
科
は
来
年
度
か
ら
教
材
を
整
備
す
る
か
た
ち

で
内
容
の
一
部
が
先
行
し
て
実
施
さ
れ
ま
す

︻
デ
ー
タ
④
︼。

学
力
向
上
に
必
要
な
の
は

「
詰
め
込
み
」か「
ゆ
と
り
」か

　

教
育
方
針
が
﹁
詰
め
込
み
﹂か
ら
﹁
ゆ
と
り
﹂、

そ
し
て
﹁
学
力
重
視
﹂へ
と
大
き
く
方
向
を
転

換
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。﹁
詰
め
込
み
﹂と﹁
ゆ

と
り
﹂は
、
学
力
向
上
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
和
の
芸
道
の

世
界
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
﹁
守
・
破
・
離
﹂と
い

う
教
え
が
ヒ
ン
ト
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
﹁
守
﹂と
は
師
の
教
え
を
忠
実
に
守
っ
て
知

識
を
習
得
す
る
こ
と
で
あ
り
、﹁
破
﹂は
そ
の

知
識
を
自
分
自
身
の
中
に
取
り
込
む
こ
と
で
す
。

ま
ず
知
識
を﹁
詰
め
込
み
﹂、
そ
こ
で
得
た
知
識

を
﹁
ゆ
と
り
﹂を
も
っ
て
自
分
自
身
の
も
の
に

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。

ゆ
と
り
教
育
の
問
題
点
は
、
学
習
内
容
や
授
業

時
間
を
削
減
し
て
ゆ
と
り
を
過
度
に
推
進
し
た

た
め
に
、﹁
守
﹂で
あ
る
基
礎
基
本
が
お
ろ
そ

か
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
詰
め
込
み
教
育
の
問
題
点
は
、
知

識
を
表
面
的
に
詰
め
込
み
が
ち
で
、
有
機
的

に
つ
な
げ
る
﹁
破
﹂
の
ゆ
と
り
教
育
が
足
り

な
い
点
で
し
た
。
ち
な
み
に
﹁
離
﹂
と
は
独

自
の
道
を
開
拓
す
る
、
よ
り
高
い
境
地
を
示

し
ま
す
。
昔
か
ら
い
わ
れ
る
理
想
的
な
教
育

と
は
、
ま
ず
、
知
識
を
詰
め
込
み
︵
守
︶、
続

い
て
、
ゆ
と
り
を
も
っ
て
生
き
た
知
識
の

強
固
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
行
う
︵
破
︶こ

と
で
、
創
造
性
や
ひ
ら
め
き
と
い
う
自
在

の
扉
が
開
か
れ
る
︵
離
︶こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

詰
め
込
み
教
育
で
は
、
つ
な
が
り
な
く
た

め
込
ま
れ
た
知
識
は
使
わ
れ
る
こ
と
な
く

朽
ち
果
て
て
い
く
よ
う
で
あ
り
、
ゆ
と
り
教

育
で
は
獲
得
す
る
知
識
の
量
が
少
な
す
ぎ
る

た
め
に
知
識
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
難
し
い

と
思
わ
れ
ま
す
。
学
力
向
上
の
ス
タ
ー
ト
地

点
に
立
つ
た
め
に
は
、
芸
道
で
は
当
然
と

さ
れ
て
い
る
﹁
修
業
﹂や
﹁
鍛
錬
﹂と
い
う
言

葉
を
も
っ
て
、
基
礎
基
本
の
習
得
を
見
直

す
時
期
に
来
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

子
ど
も
た
ち
に
は

多
く
の
科
学
的
な
体
験
を

　

私
は
、
科
学
に
関
連
し
た
領
域
は
美
し
く
、

驚
き
に
あ
ふ
れ
た“
深
い
森
＂の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
の
森
に
分
け
入
る
︵
学

ぶ
︶に
は
森
を
よ
く
知
る
ガ
イ
ド︵
先
生
︶が
必

自然・生活教育学系教授
庭
にわ

瀬
せ

敬
けい

右
すけ

自然観察会の様子。
保護者は子どもたちが＂科学の森＂に親しむ機会をつくってあげましょう

◎TEXT

なぜ、子どもの
理数系学力は
低下したのか低下したのか低下したのか低下したのか低下したのか低下したのか低下したのか低下したのか低下したのか低下したのか低下したのか低下したのか低下したのか
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要
で
す
。
し
か
し
、
学
校
で
学
ぶ
こ
と
を
強
い

ら
れ
て
い
る
と
、
い
つ
し
か
﹁
分
か
ら
な
い
﹂

﹁
面
倒
く
さ
い
﹂﹁
暗
い
﹂と
い
っ
た
否
定
的
な

レ
ッ
テ
ル
を
張
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。＂
科

学
の
森
＂の
住
人
で
あ
る
科
学
者
で
す
ら
、
時

に
は
そ
の
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
が
、
彼
ら
は＂
憧
れ
＂に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を
乗

り
越
え
て
い
ま
す
。

　
﹁
宇
宙
は
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
の
だ
ろ

う
か
﹂﹁
ヒ
ト
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
だ
ろ
う
か
﹂

﹁
心
っ
て
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
﹂。
未
知
へ

の
憧
れ
を
強
く
持
っ
た
科
学
者
に
よ
っ
て
科
学

は
発
展
し
て
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化
の
よ
う
な

新
た
な
問
題
が
発
生
す
れ
ば
、
そ
の
解
決
に
挑

戦
す
る
科
学
者
が
現
れ
ま
す
。
携
帯
電
話
の
よ

う
に
昔
は
夢
物
語
の
道
具
に
思
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
今
で
は
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
ま
す
。
科

学
は
未
来
の
夢
を
実
現
す
る
も
の
な
の
で
す
。

　

現
代
っ
子
の
多
く
は
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
が
大

好
き
で
す
。
た
だ
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
か
ら
受
け

る
人
工
的
な
刺
激
は
表
面
的
で
あ
り
、
五
感

に
訴
え
る
こ
と
が
少
な
い
の
が
欠
点
で
す
。
科

学
の
森
に
触
れ
た
体
験
が
少
な
い
子
ど
も
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
現
れ
る
科
学
的
概
念
を

言
葉
で
伝
え
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
、
子
ど
も
に
は
博
物
館
を

見
学
さ
せ
た
り
、
自
然
観
察
会
や
科
学
の
催

し
に
参
加
さ
せ
た
り
と
、
科
学
の
基
礎
と
な

る
多
く
の
体
験
を
さ
せ
、
科
学
者
の
伝
記
や

科
学
書
な
ど
で
科
学
へ
の
憧
れ
を
育
て
て
あ

げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

教　育　最　前　線

②現行と新学習指導要領との総授業時間数の比較

③学習指導要領改訂で増える学習内容例（数学・算数）

①「PISA」日本のランキング推移

④学習指導要領変遷年表

中学校3年間の総授業時間数小学校6年間の総授業時間数

5,645
3,0455,367

現行 現行新 新

2,940他　 1,456

他　 1,456

他　 770～
895

他　   615

総合 　280

総合 　430
総合 210～

335

総合 　190

外国語 315

外国語 420

外国語活動70
体育　 597

体育　 540

保体　 270

保体　 315
理科　 405

理科　 350

理科　 290

理科　 385算数 1,011
算数　 869

数学　 315
数学　 385社会　 365社会　 345

社会　 295 社会　 350
国語 1,461国語 1,377

国語　 350 国語　 385

2000年
（平成12年）

2003年
（15年）

2006年
（18年）

読解力 8位 14位 15位
数学的
リテラシー 1位 6位 10位
科学的
リテラシー 2位 2位 6位

る
多
く
の
体
験
を
さ
せ
、
科
学
者
の
伝
記
や

る
多
く
の
体
験
を
さ
せ
、
科
学
者
の
伝
記
や

る
多
く
の
体
験
を
さ
せ
、
科
学
者
の
伝
記
や

る
多
く
の
体
験
を
さ
せ
、
科
学
者
の
伝
記
や

科
学
書
な
ど
で
科
学
へ
の
憧
れ
を
育
て
て
あ

科
学
書
な
ど
で
科
学
へ
の
憧
れ
を
育
て
て
あ

科
学
書
な
ど
で
科
学
へ
の
憧
れ
を
育
て
て
あ

科
学
書
な
ど
で
科
学
へ
の
憧
れ
を
育
て
て
あ

科
学
書
な
ど
で
科
学
へ
の
憧
れ
を
育
て
て
あ

科
学
書
な
ど
で
科
学
へ
の
憧
れ
を
育
て
て
あ

科
学
書
な
ど
で
科
学
へ
の
憧
れ
を
育
て
て
あ

科
学
書
な
ど
で
科
学
へ
の
憧
れ
を
育
て
て
あ

科
学
書
な
ど
で
科
学
へ
の
憧
れ
を
育
て
て
あ

科
学
書
な
ど
で
科
学
へ
の
憧
れ
を
育
て
て
あ

げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

〜
平
成
20
年
度

21
年
度
〜

22
年
度
〜

23
年
度
〜

24
年
度
〜

25
年
度
〜

現
学
習
指
導
要
領

現
学
習
指
導
要
領

移
行
措
置
期
間

小
学
校

中
学
校

移
行
措
置
期
間

新
学
習
指
導
要
領

新
学
習
指
導
要
領

小5 ▶立方体の体積
▶ひし形／台形の面積 復活

移行

小3 ▶小数／分数 移行小4 ▶小数1/100の位の面積
▶直方体と立方体

復活
移行

中1
▶図形の移動
▶球の面積
▶比例式

復活
移行
新規

小6 ▶縮図や拡大図
▶角柱／円柱の体積

移行
移行

◀14年改訂時に削除され今回復活する内容
◀高学年から移行した内容
◀新規内容

※PISA…OECDによる国際的な生徒の学習到達度調査
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男子

平均

女子

男子

平均

女子

男子

平均

女子

男子

平均

女子

テストでよい点をとれると
うれしい教科 1位 算数37.8％（全体）

むずかしい問題がとけると
うれしい教科 1位 算数62.3％（全体）

新しいことを知ることができて
うれしい教科 1位 理科41.6％（全体）

いろいろな考え方ができて
おもしろい教科 1位 理科38.5％（全体）

ふだんの生活に
役立っていると思う教科 1位 算数33.9％（全体）

子どもの理数系学 力の向上をめざして

全体

全体

1年

1年

78.0

84.4

90.8

85.4 84.3

77.3

72.3

66.9

79.5

74.6

81.1

76.9

88.3

86.1

85.1

82.0

83.9
81.3

75.0

70.7 71.1

63.6

55.5

61.7

52.8

69.1

82.5 79.7

81.2
78.4

63.6

83.5

73.5

80.4

69.2

76.4

2年

2年

3年

3年

4年

4年

5年

5年

6年

6年

₈₀

₁₀₀
︵％︶

₁₀₀
︵％︶

₆₀

₄₀

₆₀

₈₀

好きの比率

好きの比率

自然・生活教育学系准教授
濱
はま

中
なか

裕
ひろ

明
あき

算数と同様に「好き」の比率が学年とともに減少します。女子よりも男子に好まれ
ています。

こ
れ
か
ら
の

教
員
に

求
め
ら
れ
る
も
の

　理系クラスと文系クラスに分かれるのは高校ですが、「子

どもの理数離れ」は小学生の時から始まっており、3、4年

生から「算数や理科が好きではない」という子どもが増えて

いく実感があると多くの教員が口にしています【データ1】。

理数離れを食い止めるためには、中学

校の数学・理科教員はもちろん、小学

校教員も算数や理科が好きであって

ほしいものです。

　「算数や理科が好きですか」の質問

に「好きです／好きでした」と回答した人に「どうして好きでしたか」と

尋ねると、「点数が良かったから／得意だったから」という答えがよく

挙がります。しかし、理数系科目が好きな理由はもっと深いものがあ

るはずです。単に「テストの結果が良かったから」ではなく、解答を導

き出す過程、「算数・理科を考えること」が好きであってほしいと思い

ます。新しい学習指導要領でも「習得」「活用」「探究」の3つの学

習プロセスが示されましたが、与えられた試験問題を解いて終わりで

はありません。生活の中で活用したり、自然や論理の中で自由に考

え、自分なりの答えを出したりすることに算数・理科の楽しさがあるの

です。子どもたちも、算数や理科は考えることが楽しい科目と認識し

ているようです【データ2】。

　数学や理科が好きな教員は当然、「この面白さを伝えたい」とい

う熱意があり、子どもたちが理解できるよう粘り強く教えようとするで

しょう。そのような教員は自身が子どものころに必ず理数系の問題

を解いて楽しかった経験があります。だから、教科書の通り一遍の

内容ではなく、教材や授業を工夫し、自身が味わった感動を伝えた

いと思うのです。それが次世代に算数・数学や理科の文化を伝播す

ることになります。理数系が好きな子どもが育つことを願っています。

教　育　最　前　線

◎こどもの算数・理科に対する意識調査

◎中学校、高校の教員採用者に占める大学院修了者の割合

算数 【データ1】

理科 【データ1】

【データ2】

「Benesse教育研究開発センター／小学生の計算力に関する実態調査2007」より
Benesse教育情報サイト http://benesse.jp/

まずは
教員自身が
数学好き、
理科好きに

「好き（とても好き+まあ好き）」の比率は学年が上がるとともに減少し、1年生83.5％
から6年生63.6％になります。特に「とても好き」の低下の幅が大きく、1年生は
57.1％と半数を超えているのが、6年生では22.8％と30ポイント以上も落ち込んでい
ます。学年ごとの変化をみますと、3年生から4年生にかけて「好き」の減少が目立っ
ており、中学生でつまずく子が増えるようです。また、3年生までは男女差がないのに
対して、4年生以降は性差が広がり、女子の苦手意識が高まる様子が分かります。

では、いかに数学・理科諸分野の魅力と楽しさ
育研究に取り組んでいます。また、大学院修
プログラム」を開設。教育実習を重視し、高度
員の養成に力を入れています。

Kyoiku-Shigosen 10



子どもの理数系学 力の向上をめざして

59歳 58歳 57歳 56歳 55歳 54歳 53歳 52歳 51歳 50歳 49歳

9,574
8,826

7,615
7,266

7,142
6,616

5,847
5,456

4,995
5,097

4,595

₃₀
年
度
退
職

₂₉
年
度
退
職

₂₈
年
度
退
職

₂₇
年
度
退
職

₂₆
年
度
退
職

₂₅
年
度
退
職

₂₄
年
度
退
職

₂₃
年
度
退
職

₂₂
年
度
退
職

₂₁
年
度
退
職

₂₀
年
度
退
職

自然・生活教育学系准教授
竹
たけ

村
むら

厚
あつ

司
し

理
数
系
教
員

養
成
特
別

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は

　学校現場では以前から、子ど

もの理科離れや理数系教科の

学力低下などの問題が数多くお

こっていたことから、実践力に富

んだ理数系教員の養成が必要

とされてきました。また、数学や理科の教員が不足している現実もあ

り、今後、40～50歳代の教員の退職に伴って、ますます即戦力の

教員が必要とされています。

　今年度、大学院修士課程で開設した「理数系教員養成特別プ

ログラム」は長期履修学生制度を活用し、3年間かけて高度な専

門知識と実践力を持った数学・理科の教員を養成することを目的と

します。学部の実地教育の多くを履修し、教育実習も中学校と高

校で行います。また、このプログラムだけの授業も開

講し、学部や大学院の専門科目、課題研究などとも

連携を図っています。学年ごとに担当教員を配置し、

受講生へのきめ細やかなサポートもしています。

 6.3％ 
8年度

15.2％ 
8年度

 11.6％ 
17年度

 23.3％ 
17年度

中学校

高校

教　育　最　前　線

▶▶▶

▶▶▶

◎現役教員の世代交代が進んでいます

◎中学校、高校の教員採用者に占める大学院修了者の割合

 公立中学校の年齢別の教員構成（人）

◎理数系教員養成特別プログラムの特徴

◎教員採用試験の現状と今後の展望

●長期履修学生制度を活用

　大学院の授業料（2年分）を3年間で分割して納入します

●大学院の教育課程と学部の教職課程を合わせて履修

●体系的な教育実習

　中学校と高校の両方で実施します

●理科の実験指導のための授業科目が充実

●きめ細やかな就職指導

　教員採用試験対策講座の実施や各都道府県の採用情報

の提供、学外相談員による面接などを行います

今後、教員の世代交代は確実に進んでいくこともあって、理

数教育の充実を図ることができる意欲の高い教員が待望され

ています。

文部科学省初等中等教育局調べ（平成17年3月31日）※年齢は20年4月1日現在

教員不足が
懸念される中
高い実践力が
期待される

兵庫教育大学学校教育学部の自然系コース
を子どもたちに伝えられるかをテーマに、教
士課程では今年度から「理数系教員養成特別
な専門知識と実践力を持った数学・理科の教

Kyoiku-Shigosen11



5

10

15

20

pretest posttest follow-up（1年後）

SCT
（自習式認知療法）

SRDI
（自習式資源の開発と植え付け）

SRDI-t
（自習式資源の開発と植え付け
＋タッピング）

SCT
（自習式認知療法）

SRDI
（自習式資源の開発と植

SRDI-tSRDI-t
（自習式資源の開発と植
＋タッピング）

このページでは日本学術振興会の科学研究費補助金を受けた研究を紹
介します。科学研究費補助金とは、すべての分野の「学術研究」を格段に
発展させることを目的に、独創的・先駆的な研究に対して助成を行うもので
す。基盤研究、萌芽研究、若手研究などに分かれており、基盤研究は1人
または複数の研究者が共同で行う研究が対象。研究期間は2〜4年です。

　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
心
理
療
法
で
は
、
ク

ラ
イ
エ
ン
ト（
受
診
者
）の
話
を
十
分
に
聞
く

こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
一
般
的

で
す
。
し
か
し
、
事
件
や
事
故
、
虐
待
、
大

失
敗
や
見
捨
て
ら
れ
た
記
憶
が
あ
る
人
は
、

た
だ
自
分
の
ペ
ー
ス
で
語
り
、
受
け
止
め
て

も
ら
う
だ
け
で
は

楽
に
な
ら
な
い
こ
と

が
多
く
、
P
T
S
D

（
心
的
外
傷
後
ス
ト

レ
ス
障
害
）や
抑
う

つ
な
ど
病
気
の
レ
ベ

ル
に
ま
で
つ
な
が
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

つ
ら
い
記
憶
の
苦

し
み
を
治
療
す
る
に

は
、
や
は
り
、
そ
の

記
憶
に
直
面
し
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

E
M
D
R
は
眼
球
運

動
に
よ
る
脱
感
作
と

再
処
理
法
で
、
ク
ラ

イ
エ
ン
ト
は
苦
痛
な

記
憶
を
思
い
出
し
な

が
ら
、
治
療
者
が
左

右
に
リ
ズ
ミ
カ
ル
に

動
か
す
指
を
両
目
で

追
い
か
け
ま
す
。
催

眠
の
よ
う
に
受
け
取

ら
れ
が
ち
で
す
が
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
は
か
な

り
素
早
く
目
を
動
か
す
の
で
、
意
識
の
覚
醒

レ
ベ
ル
が
低
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
眼
球
運
動
は
脳
内
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
刺
激
し
、
そ
の
人
の
ほ
か
の

記
憶
と
の
連
想
を
活
性
化
さ
せ
ま
す
。
過

去
の
記
憶
に
没
頭
し
、
圧
倒
さ
れ
そ
う
な

状
態
か
ら
注
意
を
「
今
、
こ
こ
」
の
安
全

な
面
接
室
へ
向
け
る
機
能
、
左
右
の
脳
を

活
性
化
し
、
記
憶
を
言
語
化
、
分
析
す
る

機
能
な
ど
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
に

よ
っ
て
「
あ
の
出
来
事
は
も
う
終
わ
っ
た
こ

と
」「
あ
ん
な
こ
と
は
そ
う
そ
う
起
こ
ら

な
い
、
も
し
次
に
起
こ
っ
て
も
対
処
で
き

る
」と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
従
来
の

P
T
S
D
の
治
療
は
、
逃
げ
な
い
で
、
ひ

た
す
ら
し
ん
ど
さ
に
耐
え
る
も
の
で
し
た

が
、
E
M
D
R
は
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
に
か
か
る

ス
ト
レ
ス
が
少
な
い
と
い
え
ま
す
。

　

自
己
否
定
感
の
強
い
人
の
治
療
で
は
、
ま

ず
、
そ
の
人
が
持
つ
肯
定
的
な
記
憶
を
活

性
化
す
る
（
五
感
も
含
め
て
思
い
出
し
て
も

ら
う
）こ
と
（
R
D
I
：
資
源
の
開
発
と
植
え

付
け
）が
重
要
で
す
。
や
や
抑
う
つ
気
味
の

学
生
を
集
め
て
約
1
週
間
、
認
知
療
法
と

R
D
I
の
比
較
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
学
生

に
嫌
な
出
来
事
を
経
験
し
た
と
き
の
自
分

の
思
考
を
書
き
だ
し
て
も
ら
い
、
そ
の
思
考

を
よ
り
合
理
的
な
考
え
に
改
め
て
い
く
認
知

療
法
的
な
介
入
群（
S
C
T
）と
、
肯
定
的

な
過
去
の
出
来
事
を
思
い
出
し
、
そ
れ
を
五

感
で
感
じ
て
肯
定
的
な
記
憶
を
探
す
R
D
I

群（
S
R
D
I
）の
介
入
、
さ
ら
に
そ
こ
に
左

右
交
互
の
タ
ッ
ピ
ン
グ
刺
激（
眼
球
運
動
の

代
替
刺
激
）を
加
え
る
介
入（
S
R
D
I
-t

群
：
記
憶
を
想
起
し
た
状
態
で
、
腕
を
胸
の

前
で
交
差
し
、
自
分
で
自
分
の
上
腕
を
ゆ
っ

く
り
し
た
リ
ズ
ム
で
軽
く
叩
く
こ
と
で
肯
定

的
な
身
体
感
覚
が
定
着
す
る
と
い
わ
れ
る
）

の
比
較
で
す
。

　

そ
の
結
果
、
B
D
I
と
い
う
抑
う
つ
の
得

点
が
ど
の
群
も
低
下
し
、
そ
れ
は
1
年
後
ま

で
維
持
さ
れ
ま
し
た︻
グ
ラ
フ
︼。
群
間
の
差

は
大
き
く
な
か
っ
た
で
す
が
、
訓
練
初
日
で

は
R
D
I
の
方
が
認
知
療
法
よ
り
混
乱
が
な

く
、
受
け
入
れ
が
ス
ム
ー
ズ
で
し
た
。
今
回

の
結
果
で
は
、
肯
定
的
な
記
憶
に
関
し
て
は

左
右
交
互
の
刺
激
の
効
果
が
ま
だ
は
っ
き
り

と
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
し
、
学
生
と
実
際
の

ク
ラ
イ
エ
ン
ト
で
は
デ
ー
タ
に
さ
ま
ざ
ま
な

違
い
も
あ
り
ま
す
。
結
果
を
ど
こ
ま
で
広
げ

て
考
え
る
か
は
慎
重
さ
が
必
要
で
す
。

臨床・健康教育学系教授
市
いち

井
い

雅
まさ

哉
や

研究
レポート

R
e
p
o
r
t o

f R
e
s
e
a
r
c
h

E
M
D
R
の
抑
う
つ・P
T
S
D
に
対
す
る
効
果
の
基
礎
的
研
究

（
平
成
18
～
21
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金・基
盤
研
究
に
採
択
）

◎BDI（ベック抑うつ尺度）得点の群ごとの変化

B
D
I
得
点

時間
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最近、大学生や高校生の大麻乱用、売買が相次いでいます。
その背景には学校教育にも問題があるのでしょうか。

　違法薬物の乱用は現代社会が抱える最も
深刻な問題の一つであり、個人の健康を著しく
傷つけるばかりでなく、社会全体に暗い影を落
とします。日本の実刑判決を受けた犯罪のうち、
実に3分の1は薬物乱用が絡むものです。
　その依存性の高さから、薬物乱用は再犯率
が極めて高いのが特徴です。薬物乱用をなく
すにはなによりも「一次予防」、薬物に手を出
すのを防ぐことが第一の対策となります。Drug 
Free ─薬物のないクリーンな社会を築くため、
世界各国は共通して教育、特に学校教育を通
した予防を最も重視しています。
　今回のような事件の報道が相次ぐと、薬物
乱用が急速に拡大したように思われがちです
が、私たちの最近の調査では、日本の大麻乱

用経験率は中学生で0.5％、高校生で1.0％、大
学生を含む18～22歳の若者では1.4％であり、
これは米国の同世代の経験率、15.7％、31.8％、
42.3％に比べて極めて低い数字です。日本が
世界でも薬物乱用が少ない要因としては、学習
指導要領に小学校、中学校、高校の各段階で
薬物乱用の危険について指導することを明示
し防止教育を実践していることと、日本の社会
が薬物問題に対して厳しい姿勢をとっているこ
となどが挙げられます。
　しかし、今回の大麻問題の背景には、ここ10
年ほどで社会の薬物への認識が甘くなってい
たことにあります。今こそ、各学校で薬物乱用
防止教育の重要性をあらためて確認し、その
充実を図ることが大切です。

　近年、「日本の伝統や文化をもっと子どもたちに伝えよう」と

いう機運が高まっている。新しい教育基本法にも、改訂された

学習指導要領にも、そのような趣旨がうたわれている。

　そんな折も折、上寺久雄名誉教授の著書「『日本のここ

ろ』の底ぢから」が刊行された。副題の<「日本を消す教育」か

ら「日本の見える教育」へ>が、この本の言わんとするところを

如実に語っている。　　　　　　　 推薦人：梶田叡一学長

「日本のこころ」の底ぢから
「日本を消す教育」から「日本の見える教育」へ

　近年の子どもの暴力行為、いじめ、不登校などの問題解決に

は、従来の学術的知能に加えて、「情動知能」の重要性を主張

する動きが見られます。情動知能とは、自己と他者の情動変化に

気づいたり、相手の情動を推し測ったり、情動の表出をコントロー

ルしたりすることができる能力です。附属小学校では平成14年

度から6年間、文部科学省研究開発学校の指定を受けて「人間

発達科」 を設置し、「情動知能を育む教育プログラム」の開発に

取り組んできました。本書はその教育実践をまとめたもので、これ

を基にして情動知能を育む教育が広がればうれしいです。
※教員の著書は附属図書館
で閲覧できます。詳しくは学
術情報課30795･44･2062
へ問い合わせてください。

子どもを伸ばす
情動知能の育成

教員の
著書紹介

理事、副学長
勝
かつ

野
の

眞
しん

吾
ご

著者：上寺久雄（名誉教授、第２代学長）
（毎日ワンズ・平成20年刊）

教育時事
一問一答

（明治図書・平成20年刊）
編著：松村京子（臨床・健康教育学系教授、附属小学校長）

「日本のこころ」の底ぢから

A
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背
筋
を
ぴ
ん
と
伸
ば
し
、
さ
っ
そ
う
と

キ
ャ
ン
パ
ス
を
歩
く
姿
。
笑
顔
が
さ
わ
や
か

な
大
関
達
也
先
生
は
結
婚
2
年
目
の
若
く

て
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

な
方
で
す
。
先
生
の

専
門
は
教
育
哲
学
。

ド
イ
ツ
の
哲
学
者
、

H・
─G・
ガ
ダ
マ
ー

の
思
想
か
ら
「
教
養

と
は
何
か
」「
差
異

や
異
質
な
者
同
士
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
可
能
性
の
追

究
」と
い
っ
た
教
育

の
根
幹
を
問
う
研
究

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

週
1
回
の
ゼ
ミ
で

は
、
学
生
が
自
身
の
研
究
成
果
を
発
表
し
、

質
問
や
意
見
を
交
わ
す
こ
と
で
互
い
の
考

察
を
深
め
て
い
ま
す
。
発
表
者
が
レ
ジ
ュ
メ

を
読
み
上
げ
、
学
生
た
ち
が
質
問
や
意
見

を
述
べ
て
い
る
間
、
先
生
は
黙
っ
て
そ
の
や

り
取
り
を
聞
い
て
い
ま
す
。
ゼ
ミ
開
始
か
ら

1
時
間
が
過

ぎ
、
学
生
た

ち
の
意
見
も

尽
き
る
こ
ろ
、

先
生
は
い
よ

い
よ
問
題
の
核
心
を
突
く
、
発
表
者
が
見

え
て
い
な
い
部
分
に
対
す
る
質
問
を
投
げ

か
け
ま
す
。
そ
こ
で
発
表
者
は
自
分
の
勉

強
不
足
を
自
覚
す
る
の
で
す
。

　

先
生
は
論
文
を
書
く
う
え
で
重
要
な
問

い
の
立
て
方
、
議
論
の
展
開
の
仕
方
な
ど

を
細
か
く
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
夜

の
10
時
を
回
っ
て
も
論
文
の
添
削
や
個
別

指
導
な
ど
、
学
生
の
わ
が
ま
ま
に
も
真し

ん

摯し

に
応
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

デ
ー
タ
を
分
析
し
た
り
、
教
育
内
容
を

開
発
し
た
り
す
る
よ
う
な

実
践
的
な
研
究
と
は
違
っ
て
、

哲
学
的
、
教
育
学
的
な
文
献

研
究
は
大
き
な
発
見
や
華
や

か
さ
に
は
欠
け
ま
す
が
、
私

た
ち
は
ち
密
な
議
論
の
中
に

新
し
さ
が
垣
間
見
え
る
研
究

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
先
生

の
言
葉
を
お
借
り
す
れ
ば「
小

さ
な
石
こ
ろ
を
積
み
重
ね
る
作
業
」で
す
。

こ
れ
か
ら
も
ゼ
ミ
生
一
同
、
先
生
の
背
中
を

見
な
が
ら
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

着
任
し
て
4
年
目
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
学
部

生
や
院
生
に
出
会
い
ま
し
た
。

「
哲
学
や
思
想
を
知
り
た
い
」と

研
究
室
を
訪
ね
て
く
る
学
生
や
、

「
教
育
の
理
論
を
基
礎
か
ら
学
び

た
い
」と
読
書
会
に
招
い
て
く
れ

る
学
生
も
い
て
、
そ
の
学
ぶ
意

欲
の
高
さ
に
は
た
び
た
び
驚
か

さ
れ
ま
す
。

　

大
学
で
学
ぶ
理
論
は
皆
さ
ん

が
容
易
に
理
解
で
き
る
も
の
で

は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
カ
タ

カ
ナ
や
漢
字
の
多
い
学
術
用
語

に
違
和
感
を
覚
え
る
人
も
多
い

こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
の

よ
う
に
感
じ
た
と
き
は
自
分
の

リ
テ
ラ
シ
ー
の
問
題
を
反
省
し

つ
つ
、
納
得
の
い
く
ま
で
教
員

に
質
問
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

「
そ
れ
で
、
そ
の
理
論
に
よ
っ
て

子
ど
も
た
ち
の
学
び
は
ど
う
な

る
の
で
す
か
?
」と
。
こ
ん
な
問

い
に
究
極
の
答
え
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
共
に
知
恵
を
出
し
合
っ

て
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

私たちの
先生

大関達也 講師
基礎教育学系

ち
密
な
議
論
の
中
に

新
た
な
発
見
を
め
ざ
し
て

先
生
か
ら
学
生
た
ち
へ

大関達也 おおぜき・たつや

楽しいゼミですが、発表する時はいつも緊張します

北海道生まれ。平成16年、広島大学大
学院博士課程後期修了後、同大学院
助手になる。17年から兵庫教育大学大
学院講師に着任。ドイツの哲学者、H.-G.
ガダマーの思想を中心に、教養や対話
の理論に関する研究に取り組んでいる。 大学院修士課程教育コミュニケーションコース2年

佐
さ

々
さ

木
き

暢
み ち

子
こ

さん
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　教職に就いて20年。長いようで短かった20年間で、いろ

いろな経験をさせていただきました。三田市立あかしあ台

小学校に勤務する前は、三田市教育委員会学校指導課

で情報教育関係などの事務を3年間担当しました。企業、

議員、教職員などが相手の仕事でしたが、教員では味わ

えない多くの経験もあり、かつ学校を客観的に見ることが

できました。

　しかし、学校現場に戻ってみると、子どもたちの前に立

たなかった3年間はあまりにも大きなブランクでした。仕事

で戸惑うことも多く、「命」を預かることの重さをあらためて

実感しました。そんな重圧を解きほぐし勇気を与えてくれた

のが、子どもたちの明るい笑顔でした。子どもたちの「真っ

白な心」で一生懸命に学校生活を送る姿を見るにつけ、こ

の子たちをしっかりサポートしなければと感じ、身の引き締

まる思いで毎日を過ごしています。

　現任校に赴任して丸6年がたち、4月には異動を迎えま

す。教員の仕事は楽しいことばかりではないですが、どの

学校も「宝箱」だと捉え、これからも「真っ白な心」を持つ子

どもたちを応援していきたいと思います。

　平成15年10月、母校である兵庫教育大学の事務職

員になり、庶務課に配属されました。在学中に事務局で

足を踏み入れたことがあるのは1階の教務課と学生課

だけで、庶務課に至っては存在すら知りませんでした。

最初のころは、イメージしていた大学の仕事とは全く異

なり、大いに戸惑いました。数え切れないほど失敗もあ

りましたが、上司や先輩の方々が支えてくださいました。

一昨年には財務課に異動し、また一からのスタートとなり

ました。一口に大学の事務と言っても、教育支援、研究

支援など多岐にわたることをあらためて感じました。

　現在は育児休業中です。初めての育児に日々奮闘し

ています。体力的にきついと感じることもありますが、そ

れでも日々成長していく子どもの姿は、私に力を与えてく

れます。母親となった今、教員をめざす後輩の皆さんが、

教育の場で子どもを指導し支援していく力をしっかり身

に付けられることの大切さをより強く感じています。

　今年10月からは職場復帰し、仕事と育児を両立させ

なければなりません。目の前の課題と一つ一つ向き合い、

成長していきたいと思っています。

卒業生からの
手紙

三田市立あかしあ台小学校教諭
村
むら

田
た

修
しゅう

一
いち

さん

現
場
復
帰
で
感
じ
た
教
員
の
仕
事
の
重
み

母
親
に
な
っ
て
教
育
の
大
切
さ
を
再
認
識

兵庫教育大学総務部財務課課員
永
なが

尾
お

真
ま

梨
り

子
こ

さん

豊岡市出身。平成元年、大学院修士課程自然系コースを修了。三田市立
の小中学校臨時教員、小学校教諭、三田市教育委員会学校指導課（現
学校教育課）指導主事を経て、15年に三田市立あかしあ台小学校に着任。
今年度は4年生を担任している。

三木市出身。平成14年に学校教育学部学校教育専修コースを卒業。15年
10月、国家公務員Ⅱ種試験に合格し、兵庫教育大学の職員となる。19年4月、
財務課に異動。現在は育児休業中で、10月から職場復帰する。

子どもたちの笑顔がエネルギーになります

産休前は収入に関する事務を担当していました
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昨
年
12
月
に
加
東
市
が
発
刊
し
た
「
か

と
う
手
作
り
文
庫﹃
み
ん
な
の
夢
の
物

語
﹄」は
、
市
民
か
ら
「
夢
」を
テ
ー
マ
に

文
章
を
募
集
し
て
一
冊
に
ま
と
め
た
も
の

で
す
。
中
井
千
恵
さ
ん
は
裏
表
紙
、
表
陽

子
さ
ん
は
表
紙
の
絵
を
描
き
ま
し
た
。「
大

西
久
先
生（
体
育
・
芸
術
教
育
学
系
准
教

授
）を
通
し
て
、
お
引
き
受
け
し
ま
し
た
。

本
の
表
紙
絵
は
初
め
て
で
し
た
の
で
、
最

初
は
少
し
戸
惑
い
ま
し
た
ね
」と
表
さ
ん
。

　

中
井
さ
ん
と
表
さ
ん
は
応
募
作
品
を
読

ん
で
絵
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
ま
し
た
。

中
井
さ
ん
は「
そ
れ
ぞ
れ
が
夢
を
持
っ
て
旅

立
つ
象
徴
」と
し
て
空
に
浮
か
ぶ
気
球
を
、

表
さ
ん
は「
次
代
に
夢
を
託
し
て
い
く
連
続

性
を
表
現
し
た
か
っ
た
」と
、
子
ど
も
た
ち

が
赤
ち
ゃ
ん
を

見
守
る
様
子
を

描
き
ま
し
た
。

　

カ
バ
ー
絵
は

や
わ
ら
か
い
タ

ッ
チ
で
仕
上
げ

ま
し
た
が
、
現

在
は
中
井
さ
ん

が
主
に
具
象
画
、

表
さ
ん
は
抽
象

画
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
昨

年
、
中
井
さ
ん
は
東
京
の
2
つ
の
現
代

ア
ー
ト
展
に
入
選
し
、
9
月
に
は
西
宮
市

の
ア
ト
リ
エ
風
姿
花
伝
で
二
人
展
を
開
催
。

表
さ
ん
も
、
中
井
さ
ん
の
二
人
展
が
終

わ
っ
た
後
、
同
じ

場
所
で
初
め
て
の

個
展
を
開
き
ま
し

た
。

　

中
井
さ
ん
は
相
次

ぐ
入
選
で
作
家
と
し

て
の
自
信
を
深
め
つ

つ
も
、
今
春
に
は
高

校
の
臨
時
教
員
に
な

る
こ
と
が
決
ま
っ
て

い
ま
す
。「
教
員
に

な
る
の
は
夢
で
し
た

が
、
正
直
、
今
は
絵
で
勝
負
し
た
い
思
い

も
あ
り
ま
す
。
当
分
は
仕
事
の
傍
ら
制
作

活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
」

と
複
雑
な
胸
中
を
の
ぞ
か
せ
ま
す
。

　

一
方
、
来
春
に
中
学
校
の
美
術
教
員
を

め
ざ
す
表
さ
ん
は
、
今
年
は
制
作
活
動
で

も
飛
躍
の
年
に
し
た
い
と
意
気
込
み
ま
す
。

「
中
井
さ
ん
が
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選
さ
れ

て
い
る
の
を
見
る
と
刺
激
に
な
り
、
私
も

頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
に
な
り

ま
す
」。

　

絵
を
描
く
こ
と
に
つ
い
て
、
中
井
さ
ん

は
「
自
分
の
考
え
を
伝
え
る
手
段
。
楽
し

い
こ
と
や
苦
し
い
こ
と
、
そ
の
時
々
の
気

持
ち
が
意
識
し
て
い
な
く
て
も
作
品
に
表

れ
ま
す
」、
表
さ
ん
は「
キ
ャ
ン
バ
ス
に
向

か
っ
て
い
る
時
は
自
分
を
見
つ
め
直
す

機
会
に
な
り
ま
す
」と
話
し
ま
す
。
将
来
、

教
員
に
な
っ
た
2
人
は
キ
ャ
ン
バ
ス
に
ど

の
よ
う
な
心
を
投
影
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

キャンパス通信

昨年12月に発刊された「みんなの夢の物語」。
カバー絵はハートフルな仕上がりとなりました

中井さんのモチーフは人物が中
心。「顔に異物を含むヒト」（上段）は

「第3回シンジュクアートインフィニテ
ィ」の入選作。表さんの代表作「そこ
にあること」はカメムシの死骸を目に
したことをきっかけに描き始めたとか

Campus Report

わ
っ
た
後
、
同
じ

場
所
で
初
め
て
の

個
展
を
開
き
ま
し

た
。

　

中
井
さ
ん
は
相
次

ぐ
入
選
で
作
家
と
し

て
の
自
信
を
深
め
つ

つ
も
、
今
春
に
は
高

校
の
臨
時
教
員
に
な

る
こ
と
が
決
ま
っ
て

い
ま
す
。「
教
員
に

な
る
の
は
夢
で
し
た

中井さんのモチーフは人物が中
心。「顔に異物を含むヒト」（上段）は

「第3回シンジュクアートインフィニテ
ィ」の入選作。表さんの代表作「そこ
にあること」はカメムシの死骸を目に
したことをきっかけに描き始めたとか

昨年12月に発刊された「みんなの夢の物語」。昨年12月に発刊された「みんなの夢の物語」。昨年12月に発刊された「みんなの夢の物語」。

兵教大生では初
地元加東市の
手作り文庫の

カバー絵を制作

大学院修士課程
芸術系コース1年

大学院修士課程
芸術系コース2年

表
おもて

陽
よう

子
こ

さん中
なか

井
い

千
ち

恵
え

さん

中井さんは平成19年に大学院に入学後、表さんは16年に学校教育学部
芸術系コース（美術分野）に入学してから本格的に絵画を始める。昨年、
中井さんは「トーキョーワンダーシード2008」「第3回シンジュクアートイン
フィニティ」に入選。表さんは西宮市で初の個展を開催した。

ス ポ ット

ラ イ ト

ス ポ ット

ラ イ ト

ス ポ ット

●かとう手作り文庫とは
旧滝野町で平成11年、市民からテーマに沿った文章を募り、1
冊の本にしたのが始まり。これまでに「心に残る一言」「ちょっと
いい話」などテーマを変えて7回刊行されました。今回の「みん
なの夢の物語」は加東市になってから初めての発刊で、兵庫
教育大学の学生が表紙絵を手掛けたのも初めてのことです。
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中
学
、
高
校
時
代
は
美
術
部
員
だ
っ
た

私
に
と
っ
て
、
ラ
グ
ビ
ー
は
と
て
も
怖
い

ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
大
学
に
入
学
し
て
間
も
な

く
、
先
輩
か
ら
半
ば
強
引
に
勧
誘
さ
れ
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
私
も
今
で
は
す
っ
か
り
ラ
グ

ビ
ー
の
と
り
こ
に
な
り
ま
し
た
。
毎
日
の

練
習
は
き
つ
い
で
す
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

足
が
向
い
て
し
ま
う
の
は
先
輩
や
後
輩
、

O
B
が
い
る
ラ
グ
ビ
ー
部
の
雰
囲
気
が
好

き
だ
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
ま
だ
ま

だ
下
手
で
す
が
、
い
つ
も
周
り
の
人
た
ち

が
叱
咤
激
励
し
て
く
れ
ま
す
。

　

昨
年
、
D
リ
ー
グ
で
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
が
、
入
れ
替
え
戦
で
負
け
て
し
ま
い

ま
し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
の
大
目
標
は
も
ち

ろ
ん
、
C
リ
ー
グ
へ
の
昇
格
。
昇
格
す
れ

ば
今
ま
で
に
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
喜
び

が
待
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
わ
く
わ
く
し

ま
す
。
み
ん
な
と
喜
び
を
分
か
ち
合
い
た

い
で
す
。

　バスケを始めたのは中学時代。大学では違うスポー
ツを経験したいと、サッカー部に入ることを決めていまし
た。しかし、先輩や友人からの熱心な誘いに加え、名将、
市谷浩一郎監督の「ここであきらめたら試合終了です
よ」の一言で、もう一度バスケを頑張ろうと決意しました。
　しかし、チームはなかなか思うような結果を出せない
中、私はキャプテンになり、市谷監督がチームを離れる
ことになりました。これを機にチーム全員で自分たちに

足りないものを自覚し、今まではおろそかにしていた走り
込みや基本練習を徹底するようにしました。そして、一
昨年は4部リーグで、昨年は3部Bリーグで優勝するまで
に成長しました。最優秀選手賞はチームを代表して頂
いたものだと思います。バスケを通してお世話になった
方々に心から感謝したいです。

学校教育学部総合学習系コース3年
梅
うめ

園
ぞの

晋
しん

吾
ご

さん

【文化・スポーツ部門受賞者】
平成20年秋

関西学生バレーボール秋季4部リーグ戦
▶優勝　男子バレーボール部
第46回近畿地区国立大学体育大会
▶優勝　男子バレーボール部、軟式野球部

関西学生バスケットボール秋季3部Bリーグ
▶優秀選手賞　延堂亮さん（自然系コース4年）
▶得点王　加藤達也さん（言語系コース2年）
▶3P王　松本昂大さん（総合学習系コース3年）

▶剣道男子個人準優勝　雨宮久仁さん（自然系コース2年）
第15回「原子力の日」ポスターコンクール
▶一般部門入選　丸山由華子さん（附属中学校1年）

ポジションは右ロック。背番号
「5」（オレンジのヘッドギア）です

ダンクシュート
が得意です

昨年8月の長野県菅平高
原合宿にて（後列中央の
黄色いTシャツが筆者）

2008年度関西学生バスケットボール
秋季3部Bリーグ最優秀選手賞受賞

学校教育学部生活・健康系コース4年
兼
かね

近
ちか

健
けん

太
た

郎
ろう

さん

チーム全員で
意識を高めたことが
リーグ戦の好成績に

み
ん
な
で一丸
と
な
って

念
願
の
昇
格
へ

喜
び
を
分
か
ち
合
い
た
い

こ れ に 夢 中 ！

C o n g r a t u l a t i o nC o n g r a t u l a t i o nC o n g r a t u l a t i o n

こ れ に 夢 中 ！こ れ に 夢 中 ！
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昨
年
11
月
2
日
、
兵
庫
教
育
大
学
は
創
立
30
周
年
記
念

事
業
の
一
つ
と
し
て
、
加
東
市
の
滝
野
総
合
公
園
体
育

館
ス
カ
イ
ピ
ア
で
「
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
演
技
会
&
よ
さ

こ
い
演
舞
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。
第
1
部
の
演
技
会
に

は
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部「
V

ビ

ガ

ー

ズ

I
G
O
R
S
」を
は
じ
め
、

大
学
、
高
校
、
社
会
人
の
4
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ト
ッ
プ
に
登
場
し
た
V
I
G
O
R
S
は
軽
快
な
音
楽
に

乗
っ
て
ダ
ン
ス
と
ス
タ
ン
ツ（
組
み
体
操
）を
組
み
合
わ
せ

た
演
技
を
披
露
。
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
大
技
や
一
糸
乱

れ
ぬ
ラ
イ
ン
ダ
ン
ス
に
、
観
客
席
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が

わ
き
起
こ
り
ま
し
た
。
出
演
後
も
、
部
長
の
三
木
直
子
さ

ん
と
伊
東
陽
子
さ
ん（
と
も
に
学
部
3
年
生
）は
第
1
部
の

進
行
役
を
務
め
、
残
り
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
も
ス
テ
ー
ジ
脇

か
ら
他
チ
ー
ム
の
演
技
に
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

　

平
成
4
年
に
発
足
し
た
V
I
G
O
R
S
は
、
23
人
の
メ

ン
バ
ー
全
員
が
学
部
の
女
子
学
生
。
春
の
西
日
本
選
手
権

と
秋
の
全
日
本
学
生
選
手
権
を
め
ざ
し
て
、
週
4
回
の
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
昨
春
、
三
木
さ
ん
が
部
長
に
就
任

し
て
か
ら
は
、
練
習
も
兼
ね
て
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積

極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
私
が
チ
ア
を
始
め
た
の
は
、
入
学
し
て
す
ぐ
の
ク
ラ

ブ
紹
介
で
先
輩
た
ち
の
は
つ
ら
つ
と
し
た
姿
か
ら
元
気
を

も
ら
え
た
の
が
き
っ
か
け
。
自
分
が
味
わ
っ
た
感
動
を
地

域
の
人
た
ち
に
も
伝
え
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
し
た
」と
三

木
さ
ん
。

　

今
年
度
は
加
東
市
や
小
野
市
の
体
育
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
に
出
演
し
た
ほ
か
、
秋
に
は
、
加
東
市
立
社
幼
稚
園

チアリーディング部「V
ビガーズ

IGORS」は
大会に向けての練習の傍ら

地域のイベントなどにも積極的に参加。
ダイナミックなステージを通して

チアリーディングの魅力を発信しています。

うれしの交差点

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
し

観
客
に
元
気
を
届
け
て
い
ま
す

チアリーディング部「VIGORS」

➡ダイナミックなステージを披露したVIGORS。初めてチアリーディングを見る人も多く、
客席のあちらこちらから感嘆の声が上がりました

扌創立30周年の感謝の気持ちを込めて、ポンポンで「30」を表
しました

➡部長の三木さん（右）と伊
東さんは進行役としても活躍

◎チアリーディングとは
約100年前のアメリカでスポーツの
応援を目的に生まれ、1980年代か
らは競技としても脚光を浴びるよう
になりました。現在、日本の大学の
チアリーディング部も応援と競技チ
ームに大別されており、VIGORSは
競技を専門に活動しています。

～兵庫教育大学と地域の交流ページ
ルポ
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Ureshino Scramble

の
誕
生
会
に
も
参
加
。
誕
生
日
を
迎
え
た
園
児
た
ち
に

は
、
2
人
で
組
ん
だ
ベ
ー
ス（
土
台
）の
上
に
立
つ
“
ダ
ブ

ル
ベ
ー
ス
・
サ
イ
・
ス
タ
ン
ド
”を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
の
時
は「
お
っ
か
な
び
っ
く
り
の
様
子
だ
っ
た
」園

児
た
ち
で
し
た
が
、
帰
り
際
に
は
「
私
も
チ
ア
を
や
り
た

い
」と
い
う
女
児
の
声
も
聞
か
れ
た
と
か
。「
地
道
な
活
動

を
通
し
て
、
チ
ア
の
す
そ
野
を
少
し
で
も
広
げ
て
い
き
た

い
で
す
」と
伊
東
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

三
木
さ
ん
や
伊
東
さ
ん
は
今
春
か
ら
4
年
生
。
ク
ラ
ブ

の
慣
例
と
し
て
、
新
4
年
生
は
夏
の
教
員
採
用
試
験
の
勉

強
に
専
念
す
る
た
め
に
一
線
か
ら
身
を
引
き
、
3
月
の
西

日
本
選
手
権
か
ら
は
下
級
生
た
ち
で
臨
み
ま
す
。「
現
在

の
先
輩
も
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
試
験
勉
強
の
合
い
間
に
幼

稚
園
や
小
学
校
で
チ
ア
を
教
え
た
い
で
す
」と
三
木
さ
ん
。

伊
東
さ
ん
も
「
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
う
機
会
は
将
来
に
も
役

立
つ
と
思
い
ま
す
」と
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。

　

V
I
G
O
R
S
の
名
前
の
由
来
は
英
語
で
「
元
気
」を

意
味
す
る
「
v
i
g
o
r
」。
チ
ア
を
通
し
て
地
域
に
元

気
を
与
え
た
い
と
、
三
木
さ
ん
た
ち
が
始
め
た
取
り
組
み

は
、
ク
ラ
ブ
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
定
着
し
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

イ ベ ン ト 報 告

オリンピック選手を迎え
フォーラムと陸上教室を開催

「日本文化理解教育プログラム」の
充実を願い
裏千家から茶道具一式の寄贈

　昨年10月19日、北京オリンピックの4×
100mリレーで銅メダルを獲得した朝原宣
治さんと、加東市出身でシドニーオリンピッ
ク女子マラソン7位入賞の山口衛里さんを
迎え、フォーラムと陸上教室「加東からオリ
ンピックへ」を開催（加東市主催、兵庫教
育大学共催）。あこがれのオリンピック選手
見たさに、加東市内の小中学生や保護者
ら約1,000人が集まりました。
　フォーラムでは、子どもたちが2人に「どう
したら速く走れるのですか」「競技をやめ
たいと思ったことはありませんか」などと質
問攻め。グラウンドで開かれた陸上教室で
は、朝原さんがスタートの方法やフォームな
どをアドバイスしました。朝原さんと兵庫教
育大学や県立社高校の陸上部員らによる
エキシビションレースもあり、大いに盛り上が
りました。

　今年度から大学院修士課程で始めた
「日本文化理解教育プログラム」の充実
を願って、昨年11月12日、裏千家から茶道
具一式が寄贈されました。関根秀治裏千
家事務総長は梶田学長に目録を贈呈した
後、「日本文化生活教材の指導研究」の
特別授業を開講。大学院生たちに茶道の
基本的な所作などを指導しました。

➡寄贈された茶道具の一部

➡関根秀治裏千家
事務総長（後方）に
よる特別授業

➡銅メダリストからのアド
バイスは子どもたちにとっ
て貴重な体験となりました

➡質問に答える山口さん

➡社幼稚園の誕
生会に参加。園
児からの「 G O！
VIGORS！」の掛け
声に決めのポーズ

学生クラブ・団体の主な地域交流・貢献活動

団体名 活動の目的・概要 平成20年度に参加した主な地域イベントなど

女子サッカー部
「クーカーズ」

サッカーを通して青少年の健全な発
達に貢献することをめざしています。

毎週木曜に地域の子ども（発達障害のある子どもも含む）を
対象に加東キャンパスのグラウンドでサッカー教室を開催。

チアリーディング部
「VIGORS」

地域のイベントに出演。幼稚園や小
学校を訪問し、子どもへのダンスの
指導もしています。

加東市民体育祭（9月）、チアリーディング演技会 & よさこい
演舞会（11月）、加東市立社幼稚園誕生会（11月）、小野市
里山フェスタ（11月）、東条湖物産展（11月）

児童文化研究部
子ども向けの人形劇を公演。子ども
とのふれあいを通して、教員としての
資質の向上もめざしています。

加東市内の学習塾で公演（4月）、加東市内の新1年生を対
象に公演（2月）

ボランティア
サークル

主に加東市内の子ども会活動や福
祉活動に参加し、企画や運営の補
佐などに当たっています。

小野市立コミュニティセンターおおべの「ふれあいポプラ
の子」の指導員（月1回）、鴨川桜まつり「ちびっ子ゲーム」

（4月）

よさこい部
「チーム鬼灯」

地域のイベントや祭りに出演したり、
地域の人たちによさこいを指導したり
して交流を図っています。

頼政祭（4月）、小野まつり「おの恋おどり」（8月）、韓国・大邱
教育大学校での交流イベント（9月）、三木市立星陽中学校

「チーム飛羽我」を指導（10月〜11月）、チアリーディング
演技会 ＆ よさこい演舞会（11月）

吹奏楽部
定期演奏会や新入生歓迎コンサー
ト、クリスマスコンサートのほか、地域
のイベントにも出演しています。

わかばコンサート（5月）、加東ブラスフェスタ2008（7月）、
加東市菊と文化のフェスティバル（11月）、第25回定期演
奏会（3月）
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 ＝問い合わせ先　  ＝申し込み先

この印刷物は再生紙を使用しています。

編 集 後 記

●旅をしてきました。小澤蘆庵という江戸の歌人は「今はよに心とめじと思ひしを花こそ

老いのほだしなりけれ」と詠んでいます。梅花、桜花に心を向ける思いを大切にしたい

と思う道程でした。（な）

●社会の歪みをひしひしと感じる昨今です。子どもたちが、未来に希望を持って学ぶ

ことができる活力ある社会がよみがえってほしいものです。彼らの一番近くにいる在学

生や卒業生・修了生のみなさん、今こそ使命感をもって頑張ってください！「教育子午

線」のバックナンバーは本学ウェブサイトhttp://www.hyogo-u.ac.jpでご覧い

ただけます。（に）

｢教育子午線｣では、読者のみなさまの声を生かした誌面づくりをめざしています。
はがきかメールでご意見、ご感想を寄せていただいた方には、オリジナル・シャープ
ペンシルを進呈します。
●あて先：〒673-1494 兵庫県加東市下久米942-1
兵庫教育大学企画課広報・社会連携事務室
30795･44･2334 50795･44･2009   office-renkei-r@hyogo-u.ac.jp
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◎平成21年度
　大学院学校教育研究科
　第2次学生募集
＜修士課程＞
◎学生募集人員

＜専門職学位課程（教職大学院）＞
◎学生募集人員

◎出願期間　2月16日㊊～20日㊎（必着）
◎試験日　3月8日㊐（筆記、口述）
◎合格者の発表　3月19日㊍16：00
※昼間クラスと夜間クラスのあるコースは昼夜開講制で

す。昼間クラスは加東キャンパスで、夜間クラスは主に神

戸サテライト（神戸市中央区）で開講します。

※言語系コースには国語分野と英語分野、自然系コース

には数学分野と理科分野、芸術系コースには音楽分野

と美術分野があります。

入試課  0795・44・2354、2067

◎大学院学校教育研究科説明会
大学院学校教育研究科（修士課程、専門職学位課
程）の教育課程や専攻・コースの概要などについて
説明します。個別相談の時間も設けます。
◎日時　2月7日㊏13：30～15：00
◎場所　神戸市総合教育センター（神戸市中央区）

入試課
  0795・44・2354、2067　  0795・44・2069
  offi  ce-nyushi-k@hyogo-u.ac.jp

◎大学院入学相談室
大学院学校教育研究科（修士課程、専門職学位課
程）への入学を考えている人を対象に相談（30分程
度）を受け付けます。
◎開設日　毎週木曜（1週間前までに要予約）
◎場所　神戸サテライト（神戸市中央区）

企画課
  0795・44・2008　  0795・44・2009
  offi  ce-kikaku-k@hyogo-u.ac.jp

◎芸術系音楽コース
　第27回定期演奏会
音楽コースの教員と学生が演奏します。入場無料。
◎日時　2月7日㊏14：00～（13：30開場）
◎場所　兵庫教育大学講堂

学生支援課
  0795・44・2050　  0795・44・2049

◎学部卒業演奏会
今春に卒業する音楽コースの学生が4年間の研究
成果を披露します。入場無料。
◎日時　2月21日㊏14：00～（13：30開場）
◎場所　兵庫教育大学講堂

学生支援課
  0795・44・2050　  0795・44・2049

◎兵庫教育大学美術展
学部生、大学院生、附属幼稚園・小学校・中学校の
児童生徒による合同作品展。入場無料。最終日には
ギャラリートークも。
◎日時　3月4日㊌～8日㊐10：00～18：00
 （最終日は15：00まで）
◎場所　兵庫県立美術館ギャラリー（神戸市中央区）

学生支援課
　  0795・44・2050　  0795・44・2049

◎吹奏楽部
　第25回定期演奏会
吹奏楽部の学生が日ごろの練習の成果を披露し
ます。
◎日時　3月7日㊏14：00～（13：30開場）
◎場所　小野市うるおい交流館エクラ
◎入場料　500円（中学生以下無料）

学生支援課
 　  0795・44・2050　  0795・44・2049

>Information> 兵庫教育大学からの
お知らせ

◎教員就職率が
　5年連続で全国第1位に
　昨年12月24日に文部科学省が発表し

た「国立の教員養成大学・学部（教員養

成課程）の就職状況」で、兵庫教育大学

の平成20年3月学部卒業者の教員就職

率は83.5％と5年連続で全国第1位に輝

きました。全国平均は前年比0.2ポイント

減少の56.7％で、前年並みの就職率を

維持しています。

　兵庫教育大学ではこれからも教員採用

試験対策講座の開講、後輩へのアドバイ

スを含めた受験報告書の集約、就職の手

引きの作成・充実などに力を入れ、就職支

援の強化を図ります。

◎ あ な た の 声 を お 聞 か せ く だ さ い

▶教育実践高度化専攻
学校経営コース
授業実践リーダーコース

心の教育実践コース

小学校教員養成特別コース

8人
5人

若干人
5人

若干人
若干人

昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス

▶学校教育学専攻
教育コミュニケーションコース

幼年教育コース

学校心理学コース

臨床心理学コース

▶特別支援教育学専攻
心身障害コース
特別支援教育コーディネーターコース
▶教科・領域教育学専攻
言語系コース

社会系コース

自然系コース

芸術系コース

生活・健康・総合内容系コース

若干人
若干人
若干人
若干人
若干人
若干人
若干人
若干人

10人
若干人

若干人
若干人
若干人
若干人
若干人
若干人
若干人
若干人
若干人
若干人

昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス

昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
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